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第8章 1 対象船舶の主要諸元【作】

【
作
】第
８
章

（4）コンテナ船におけるコンテナの最大積載列数については、図－1 . 2 . 2を参考にすることができる 1）。

 
［作］第８章図１．２．２.docx 

 
図－1.2.2 コンテナ船の載貨重量トン数とコンテナの最大積載列数の相関 
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図－1 . 2 . 2　コンテナ船の載貨重量トン数とコンテナの最大積載列数の相関

（5）貨物船、コンテナ船、タンカーの載貨重量トン数（DWT）と国際総トン数（GT）の回帰式を表－1.2.3に示す。
ここでは、この回帰式の決定係数R2と回帰式まわりの標準偏差 σを考慮したうえで、この回帰式を適用する
ことができる。なお、表中の回帰式は、各船種ごとに、表－1 . 1 . 1で示されているトン数の範囲内において
適用可能である。

表－1 . 2 . 3　載貨重量トン数（DWT）と国際総トン数（GT）の回帰式
 船種 回帰式 決定係数 R2 標準偏差 σ（トン） 
貨物船 GT = 0 .529DWT 0.995 2 ,168 
コンテナ船 GT = 0 .920DWT 0.986 5 ,236 
タンカー GT = 0 .523DWT 0.996 2 ,826 

（国土技術政策総合研究所港湾研究部港湾計画研究室作成，2018年 .）
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